




ある国にn個の地域V = f1; : : : ; ngがあるとする．各地域毎に，サイズ
(例えば患者の期待度数) を表すパラメータi が利用可能とする．Xiを
地域iにおけるイベント (例えば患者) の発生数とし，確率モデル
Xi  Poisson(ii) (独立に)





(スキャンウィンドウ) B  2V を考え，各候補クラスタがホットスポッ
トであるか否かの多重検定を行う．
Bの取り方として多くの提案がある．例えば，各地域間の距離 (各地

































































V = f1; : : : ; ng (頂点集合)，






























ここまでの手順で，極大クリークの完全列Bm; : : : ; B1が得られる．す
なわち，各iについて，添字k(i) > iが存在しHi \Bi  Bk(i)．
Hi := Bi+1 [    [Bm
Ci := Hi \Bi = Bk(i) \Bi; Ri := Bi   Ci










Xj; Ti := Ri t
G
j2k 1(i)










(C5; N5) = E
(M5;N3)jN5ER5jM5
e(B5)(C3; N3)
(C4; N4) = E
R4jN4e(B4)
(C3; N3) = E
(M3;N1;N2)jN3ER3jM3
e(B3)(C1; N1)(C2; N2)
(C1; N1) = E
R1jN1e(B1); (C2; N2) = ER2jN2e(B2)


















数値例：(i) = (3; 3; 3; 3; 3; 3; 3; 3; 3), (Xi) = (2; 2; 2; 7; 2; 7; 2; 2; 2)のと
き，スキャン統計量の最大値はB = f4; 6gときの5.167364で与えられる．
p値は0.0151605，その計算時間は2分44秒 (ThinkPad T60p, Vine Linux
5.2, 言語R)．一方，素朴な数え上げによる計算時間は7時間0分45秒で，
計算時間は1/154に改善される．
本発表は，原尚幸客員准教授（新潟大学），高橋邦彦氏（国立保健医
療科学院）との共同研究に基づいている．
